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は
じ
め
に

　

大
阪
市
北
区
に
所
在
す
る
菅
原
山
天
満
寺
宝
珠
院
（
真
言
宗
御
室

派
）
は
、
応
永
三
年
（
一
三
九
六
）
二
月
朔
日
付
の
権
中
納
言
雅（
綱
）□の

寄
進
状
に
そ
の
名
が
見
え
、
ま
た
、
平
安
末
期
〜
鎌
倉
期
の
作
と
推
定

さ
れ
る
仏
像
が
複
数
伝
存
す
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
中
世
に
は
存
在
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
寄
進
状
の
真
贋
や
、
仏
像
の
年
代
判

定
お
よ
び
伝
来
経
緯
に
つ
い
て
は
よ
り
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
確

実
な
こ
と
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

一
方
で
、
近
世
に
記
さ
れ
た
当
寺
の
縁
起
に
は
、
空
海
（
七
七
四
〜

八
三
五
）
に
よ
る
創
建
や
菅
原
道
真
（
八
四
五
〜
九
〇
三
）
と
の
関
係

等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
時
代
資
料
に
よ
る
裏
付
け
は
取
れ
ず
、
現
時

点
で
は
あ
く
ま
で
縁
起
の
中
の
設
定
と
見
て
お
く
ほ
か
は
な
い
が
、
史

実
か
否
か
が
問
題
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
内
容
が
実
際
に
語
ら
れ
、

そ
し
て
そ
れ
が
信
仰
を
紡
い
で
い
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
近
世
に
記
さ
れ
た
複
数
の
縁
起
の
紹
介
を
通
し
、
当
時

の
信
仰
の
様
相
を
う
か
が
う
一
助
と
し
た
い
。

既
公
刊
縁
起

　

大
阪
市
教
育
委
員
会
『
大
阪
市
内
所
在
の
仏
像
・
仏
画　

宝
珠
院
の

仏
像
に
つ
い
て
』（『
大
阪
市
文
化
財
総
合
調
査
報
告
書
』
二
三
、
二
〇

〇
〇
）
に
お
い
て
、
当
寺
の
縁
起
の
う
ち
、『
摂
州
西
成
郡
大
坂
天
満

菅
原
山
天
満
宮
寺
宝
珠
院
略
縁
起
』（
近
世
末
期
・
木
版
墨
刷
）
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
書
誌
情
報
は
な
く
、
振
り
仮
名
も
省
略
さ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
改
め
て
紹
介
し
、
併
せ
て
釈
文
を
付
す
。

﹇
書
誌
﹈

題
＝
摂
州
西
成
郡
大
坂
天
満
菅
原
山
天
満
宮
寺
宝
珠
院
略
縁
起

三
三
・
五
×
四
四
・
二
糎　

楮
紙
一
枚
刷

﹇
翻
刻
﹈

＊
翻
刻
に
際
し
、
旧
字
は
原
本
ど
お
り
と
し
た
が
、
異
体
字
は
通
行
の

字
体
に
改
め
た
。「
／
」
は
改
行
を
示
す
。

菅
原
山
天
満
寺
宝
珠
院
の
縁
起
に
つ
い
て

藤　

巻　

和　

宏
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摂
州
西
成
郡
大
坂
天
満
菅
原
山
天
満
宮
寺
寶
珠
院
略
縁
起
／
抑
そ
も

當
く

院
は
弘
法
大
師
の
開か
い

基き

に
し
て
人
王
五
十
二
代　

嵯さ

峨が

天
皇
の
御
宇
弘

仁
年
中
／
髙
野
山
草そ
ふ

創く
の
頃
平
安
城
の
東
寺
よ
り
南
紀
え
通
行
し
給
ふ

砌み
ぎ
り

し
ば
ら
く
此
地
に
安
居
し
／
如に
よ

意い

宝ほ
う

珠し
ゆ

の
秘
法
を
御
修
行
あ
り
悉

地
成
就
し
給
ふ
霊れ
い

場じ
や
う

な
れ
は
則
此
地
に
お
い
て
／
一
宇
を
建
立
し
て

宝
珠
院
と
号
す
又
菅
原
山
天
満
宮
寺
と
い
へ
る
事
は
貞
観
年
中
／
人
王

五
十
六
代　

清
和
帝
の
頃
右
相し
よ
う

丞じ
や
う

菅
原
道
真
公
と
当
院
四
世
恵
澄
僧

正
と
は
／
無
二
の
御
中
に
て
兄
弟
の
添
ち
な
み
を
も
結
ば
せ
給
ひ
し
御

事
故
か
ゝ
る
霊
地
た
る
／
こ
と
を
奏そ
う

し
て
東
西
の
天
満
郷
を
寺
領
と
為

し
給
ふ
其
後
左さ

遷せ
ん

の
御
時
も
立
寄
給
ひ
／
離り

別べ
つ

の
悲ひ

歎た
ん

大
方
な
ら
ず
則

當
寺
の
本
尊
に
御
意
願
を
こ
め
ら
れ
経
巻
を
書し
よ

写し
や

／
し
て
納
給
ひ
泣な
く

く々

配
所
に
お
も
む
か
せ
給
ふ
其
後
御
直
作
の
木も
く

像ぞ
ふ

を
筑
紫
よ
り
お
／
く
り

給
ひ
け
る
今
鎮
座
し
奉
る
は

則
此
御
木
像
な
り

五
世
恵ゑ

岳が
く

上
人
夢
中
に
神
形
を
石
上
に
現
じ
て
御

顔
／
に
唐
こ
ろ
も
織
ら
で
北
野
の
神
ぞ
と
は
持
た
る
梅
の
に
ほ
ひ
に
も

し
れ

冀
こ
い
ね
が
は
く

は
我
に
／
大
般
若
経
の
深じ
ん

理り

を
聴て
ふ

受じ
ゆ

す
る
事
を
得
せ
し
め

ら
れ
よ
此
事
虚き
よ

夢む

な
ら
ざ
る
／
證し
や
う

據こ

を
院
内
の
松
に
遺
せ
り
と
て
飄ひ
や
う

然ぜ
ん

と
し
て
し
り
ぞ
き
給
ふ
恵
岳
夢
さ
め
て
／
庭に
は

前さ
き

の
松
を
見
れ
は
白し
ろ

練ね
り

絹き
ぬ

に
て
つ
ゝ
め
る
物
係か
ゝ

れ
り
謹
で
ひ
ら
き
拝
す
る
に
／
夢む

中ち
う

感か
ん

見け
ん

の
尊そ
ん

容よ
う

な
り
し
か
ば
感か
ん

涙る
い

肝き
も

に
銘め
い

じ
則
其
日
よ
り
大
般
若
経
／
の
法ほ
う

筵ゑ
ん

を
開か
い

發ほ
つ

し
永
世
の
業
を
は
じ
め
た
り
其
後
百
一
代
／
後
小
松
院
の
御
宇
叡ゑ
い

感か
ん

の
餘あ
ま

り
に
摂
津
國
に
て
豊
嶋
郡
大
和
国
に
て
添そ
う
の

下し
も

郡
／
此
二
郡
を
下

さ
れ
菅
原
山
天
満
宮
寺
と
勅ち
よ
く

号が
う

の　

御
綸り
ん

旨し

を
給
ふ
應
永
三
年
／
二

月
朔
日
の
事
な
り
當
院
の
略
ゑ
ん
ぎ
か
く
の
ご
と
し

﹇
釈
文
﹈

＊
句
読
点
・
鉤
括
弧
・
段
落
を
施
し
、
用
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め

た
。
ま
た
、
内
容
に
即
し
て
全
体
を
五
つ
の
パ
ー
ト
に
分
け
、
丸
数
字

を
付
し
た
。

摂
州
西
成
郡
大
坂
天
満
菅
原
山
天
満
宮
寺
宝
珠
院
略
縁
起

①
抑
そ
も

当
く

院
は
、
弘
法
大
師
の
開か
い

基き

に
し
て
、
人
王
五
十
二
代
嵯さ

峨が

天

皇
の
御
宇
、
弘
仁
年
中
、
高
野
山
草そ
ふ

創く
の
頃
、
平
安
城
の
東
寺
よ
り
南

紀
え
通
行
し
給
ふ
砌み
ぎ
り

、
し
ば
ら
く
此
地
に
安
居
し
、
如に
よ

意い

宝ほ
う

珠し
ゆ

の
秘

法
を
御
修
行
あ
り
。
悉
地
成
就
し
給
ふ
霊れ
い

場じ
や
う

な
れ
ば
、
則
此
地
に
お

い
て
一
宇
を
建
立
し
て
、
宝
珠
院
と
号
す
。

②
又
菅
原
山
天
満
宮
寺
と
い
へ
る
事
は
、
貞
観
年
中
、
人
王
五
十
六
代

清
和
帝
の
頃
、
右
相し
よ
う

丞じ
や
う

菅
原
道
真
公
と
当
院
四
世
恵
澄
僧
正
と
は
無

二
の
御
中
に
て
、
兄
弟
の
添
ち
な
み
を
も
結
ば
せ
給
ひ
し
御
事
故
、

か
ゝ
る
霊
地
た
る
こ
と
を
奏そ
う

し
て
、
東
西
の
天
満
郷
を
寺
領
と
為
し
給

ふ
。
其
後
左さ

遷せ
ん

の
御
時
も
、
立
寄
給
ひ
、
離り

別べ
つ

の
悲ひ

歎た
ん

大
方
な
ら
ず
。

則
当
寺
の
本
尊
に
御
意
願
を
こ
め
ら
れ
、
経
巻
を
書し
よ

写し
や

し
て
納
給
ひ
、

泣な
く

く々
配
所
に
お
も
む
か
せ
給
ふ
。
其
後
、
御
直
作
の
木も
く

像ぞ
ふ

を
筑
紫
よ
り
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お
く
り
給
ひ
け
る
〈
今
鎮
座
し
奉
る
は
、
則
ち
此
の
御
木
像
な
り
〉。

③
五
世
恵ゑ

岳が
く

上
人
、
夢
中
に
神
形
を
石
上
に
現
じ
て
、
御
顔
に
唐
こ
ろ

も
織
ら
で
、
北
野
の
神
ぞ
と
は
、
持
ち
た
る
梅
の
に
ほ
ひ
に
も
し
れ
、

冀
こ
い
ね
が
は
く

は
我
に
大
般
若
経
の
深じ
ん

理り

を
聴て
ふ

受じ
ゆ

す
る
事
を
得
せ
し
め
ら
れ

よ
。
此
の
事
虚き
よ

夢む

な
ら
ざ
る
証
し
や
う

拠こ

を
院
内
の
松
に
遺
せ
り
と
て
、
飄
ひ
や
う

然ぜ
ん

と
し
て
し
り
ぞ
き
給
ふ
。
恵
岳
夢
さ
め
て
、
庭に
は

前さ
き

の
松
を
見
れ
ば
、
白し
ろ

練ね
り

絹き
ぬ

に
て
つ
ゝ
め
る
物
係か
ゝ

れ
り
。
謹
ん
で
ひ
ら
き
拝
す
る
に
、
夢む

中ち
う

感か
ん

見け
ん

の
尊そ
ん

容よ
う

な
り
し
か
ば
、
感か
ん

涙る
い

肝き
も

に
銘め
い

じ
、
則
ち
其
の
日
よ
り
大
般
若

経
の
法ほ
う

筵ゑ
ん

を
開か
い

発ほ
つ

し
、
永
世
の
業
を
は
じ
め
た
り
。

④
其
後
、
百
一
代
後
小
松
院
の
御
宇
、
叡ゑ
い

感か
ん

の
余あ
ま

り
に
摂
津
国
に
て
豊

島
郡
、
大
和
国
に
て
添そ
う
の

下し
も

郡
、
此
の
二
郡
を
下
さ
れ
、
菅
原
山
天
満

宮
寺
と
勅ち
よ
く

号が
う

の
御
綸り
ん

旨し

を
給
ふ
。
応
永
三
年
二
月
朔
日
の
事
な
り
。

⑤
当
院
の
略
ゑ
ん
ぎ
、
か
く
の
ご
と
し
。

　

①
に
は
空
海
に
よ
る
創
建
と
院
号
の
由
来
（
如
意
宝
珠
の
秘
法
）
が

記
さ
れ
、
②
は
菅
原
道
真
と
の
関
わ
り
と
経
巻
・
木
像
の
由
来
、
③
は

天
神
の
夢
告
と
大
般
若
講
の
由
来
、
④
は
寺
領
拝
領
の
記
事
で
、
②
〜

④
を
併
せ
て
山
号
寺
号
の
由
来
の
説
明
に
な
っ
て
お
り
、
そ
し
て
①
〜

④
を
指
し
、
こ
れ
が
宝
珠
院
の
縁
起
で
あ
る
と
⑤
で
ま
と
め
て
い
る
。

簡
に
し
て
要
を
得
た
略
縁
起
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
　
　

新
出
縁
起
類

　

さ
て
、
こ
の
『
摂
州
西
成
郡
大
坂
天
満
菅
原
山
天
満
宮
寺
宝
珠
院
略

縁
起
』
以
外
に
も
、
宝
珠
院
に
は
数
点
の
縁
起
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
木
箱
に
仮
番
号
を
付
し
な
が
ら
典
籍
文
書
類
の
調
査
を
進
め
て

い
る
が
、
縁
起
お
よ
び
そ
れ
に
類
す
る
資
料
は
一
括
し
て
別
置
し
て
お

り
、
ま
だ
番
号
は
付
け
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
本
稿
で
は
『
摂

州
西
成
郡
大
坂
天
満
菅
原
山
天
満
宮
寺
宝
珠
院
略
縁
起
』
と
類
す
る
本

文
を
有
す
る
近
世
の
略
縁
起
六
点
を
紹
介
す
る
。
仮
に
【
縁
１
】〜【
縁

６
】
と
い
う
記
号
を
付
し
、
ま
ず
は
書
誌
情
報
を
示
す
。
な
お
、【
縁

１
】
〜
【
縁
５
】
は
い
ず
れ
も
本
文
共
紙
の
仮
綴
で
、
最
終
丁
に
も
文

字
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
裏
見
返
・
裏
表
紙
に
相
当
す
る
紙
も
本
文

と
し
て
丁
数
に
含
め
る
。

﹇
書
誌
﹈

【
縁
１
】
外
題
＝
菅
原
山
略
縁
起
／
内
題
＝
天
満
寺
縁
起

　
　
　
　

二
四
・
二
×
一
六
・
五
糎　

楮
紙　

仮
綴
二
丁　

宝（
一
七
五
二
）

暦
二
年

【
縁
２
】
外
題
＝
菅
原
山
略
縁
起
／
内
題
＝
天
満
寺
縁
起

　
　
　
　

二
七
・
五
×
一
六
・
三
糎　

楮
紙　

仮
綴
四
丁　

宝
暦
二
年

【
縁
３
】
外
題
＝
天
満
宮
縁
起　

菅
原
山　

宝
珠
院
／
内
題
＝
な
し

　
　
　
　

二
四
・
七
×
一
六
・
九
糎　

楮
紙　

仮
綴
三
丁
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【
縁
４
】
外
題
＝
天
満
宮
略
縁
起
／
内
題
＝
な
し

　
　
　
　

二
三
・
八
×
一
六
・
二
糎　

楮
紙　

仮
綴
四
丁

【
縁
５
】
外
題
＝
天
満
宮
略
縁
起
／
内
題
＝
な
し

　
　
　
　

二
四
・
一
×
一
六
・
三
糎　

楮
紙
・
鳥
の
子
紙　

仮
綴
二
丁

　
　
　
　

※
楮
紙
（
表
紙
）・
鳥
の
子
紙
（
本
文
）

【
縁
６
】
題
＝
菅
原
山
天
満
宮
寺
略
縁
起

　
　
　
　

三
三
・
九
×
四
四
・
〇
糎　

楮
紙
一
枚
刷

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
、
縁
起
の
草
案
や
、
寺
宝
・
大
般
若
講
の
由

来
、
歴
代
住
持
の
行
状
記
、
寺
格
昇
格
願
等
、
近
世
〜
昭
和
の
縁
起
周

縁
資
料
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
紹
介

し
た
い
。

﹇
翻
刻
﹈【
縁
１
】『
天
満
寺
縁
起
』

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
印
亮
賢

　
　

菅
原
山
略
縁
起

」
表
紙

　
　
　
　
　

天
満
寺
縁
起

抑く
天
満
寺ハ

淳
和
皇
帝ノ

馭
宇
天
長
二
年ノ

草
創
也
弘
法
大
師

欲ス
ル
ノ

下

攀
二

躋
南
山ニ
一

而
定ン
ト中

留
身ヲ

於
金
剛
峯
寺ニ
上

之
時
適
游フ
二

於
浪

華ニ
一

矣
時ニ

一リ
ノ

老
翁ア
リ

語テ
二

大
師ニ
一

曰
此ノ

江
北ノ

野ニ

毎
レ

朝
紫
雲
靉
靆ト

而
輝
光
射
レ

日
恐ク
ハ

霊
珠ノ

之
埋ル
モ
ノ
カ

　

者
乎
大
師
夙ニ

起テ

行ト
レ

之コ
ヽ
ニ

視玉
ハ

則
加シ
二

翁ノ

之
言ハ
ク一

因テ

大
師
弟
子
賢
恵
法
印
沐
齋
而
修ス
二

二
明
王
如
意
寶
印ヲ
一

修
中
忽ニ

得タ
リ二

佛
舎
利
数
顆ヲ
一

於
レ

是コ
ヽ
ニ誓フ

レ

營ー
セ
ン二
ヲ

寺ヲ

於
此
地ニ
一

則
不
レ

日ナ
ラ

而
成ル

矣
始テ

号
曰フ
二

如
意
珠
院ト
一

次テ

改ム
二

寶
珠
院ト
一

也
貞
觀
之
末
年ニ

菅
原
右
丞
相
道
真
卿

」
１
オ

慕テ
二

此ノ

地ハ

霊
珠ノ

之
出
處ニ

而
尚
大
師
之
遺
址ナ
ル一
ヲ

数シ
バ

く
來
詣
而

尊
敬シ
玉
フ

最モ

厚シ

矣
然ル
ニ

昌
泰
四
年
遭フ
テレ

逢フ
ニレ

事有
ル
ニ
事
レ

事ー

而
左
二

遷セ
ラ
ル

大
宰
府ノ

都
督ニ
一

當テ
二

此ノ

之
時ニ
一

益々
傾テ
二

信
於
大
悲
尊ニ
一

納玉
フ二

預
寫

之
経
巻ヲ
一

又
配
所
薨
去
之
後
延
長
年
中
入ジ
フ

二＿

告コ
ク

於
當
寺
中

興
上
人
慧
岳
之
夢
裏ニ
一

曰
我レ

讒
配
之
時
非ス
レ

不ニ
ハレ

動セ
レ

念ヲ

是ヲ
＿

以テ

念
怒
无シ
二

止
＿

息
＿

時
一

子
其レ

為
レ

我
轉
二

讀
般
若ヲ
一

而
慰セ
ヨ二

予カ

慮ノ

之
欝ヲ
一

上
人
愕
然ト

而
起テ

看レ
ハ

於テ
二

松
樹ノ

梢ヘ
ニ一

有リ
二

裹タ
ル

一
小
物
一

捉リ
レ

之ヲ

披キ
二＿二＿二

視レ
ハ

之ヲ
一

儼
然タ
ル

渡
唐ノ

之
一
小
像
也
此ノ

樹ヲ

号
曰
二

影
向ノ

」
１
ウ

松ト
一

依
レ

茲
不
移
二

時
日ヲ
一

集メ
テ二

子
弟ヲ
一

而
書
一

寫シ

般
若ノ

妙
典ヲ
一

即
轉

讀
以テ

為
二

恒
規ト
一

爾シ
ヨ
リ

　

以
降
住
持
代カ
ハ
ル

代く
奉
事
而
加マ
ス

＿く
虔ツ
ヽ
シ
ミ

加く＿

敬ー
ス

焉

後
小
松
院ノ

御
宇
應
永
三
年
二
月
朔
日　

上
帝
以テ
二

權
中
納
言

雅
綱
卿ヲ
一

宣
下シ

於テ
二

大
和
攝
津
両
國ニ
一

二

附シ
下
ヒ

　

若
干ノ

田
園ヲ
一

永ク

令シ
下
フレ

祈
二

勅
願ヲ
一

此ノ

時
改テ

号ス
ル二

菅
原
山
天
満
宮
寺ト
一

者
也
蓋シ

為タ
ル

二

其ノ

境
致
一

巽巽ハ

對
二

金
城ニ
一

籠
二

殿
宇ヲ
一

乾ハ

迎ヘ
テ二

摩
耶ヲ
一

映ス
二

白
雲
一

東
西
五
十
歩
南
北
八
十
歩
径
松
青
梅
欝
茂

厭シ
二

梵
宇ヲ
一

黄
鳥
杜
鵑
應
レ

時ニ

和
鳴ス

寶
殿
佛
樓
尽シ
二

丹
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青ヲ
一

浄
厨
浴
室
无シ
レ

不
レ

備ハ
ラ

矣
佛
樓
之
後ヘ
ニ

有
二

天
満
宮ノ

」
２
オ

宝
殿
一

階
塀チ

疊ミ
レ

石ヲ

緑―

楣
鏤チ
リ
バ
メ
テレ

玉
而
壮
麗
不
レ

可カ
ラ二

亦タ

言フ
一

也

延
長
之
歳
鎮
二

座
ヨ
リ

于
此ノ

寺ニ
一

以コ
ノ

降カ
タ

雖
下

有テ
二

世
之
興
廢
一

数シ
バ

く

有リ
ト中

降
殺サ
イ

上

未タ
レ

絶タ
ヽ

二

祭
典ヲ
一

既ニ

近
二

千
歳ニ
一

者
也

　

寶
暦
二
壬
申
之
仲
春
以テ
二　

天
満
宮
神
退
八
百
五
十
年ノ

祭

　

儀
一

欽テ

奉ル
二

開
扉シ
一

然モ

古
来
之
縁
起
雖
レ

盡ス
ト二

其ノ

詳ナ
ル
ヲ

一

以テ
二

其ノ

年
歴
之
久キ
ヲ一

為メ
ニ二

紙
蝉ノ
一

所ラ
ルレ

損セ

也
故ニ

採テ
二

舊

記ノ

遺
文
一

代テ
二

現
住
亮
賢
法
印ニ
一

揮
二

筆
於
西
阜
之

　

天
宮ニ
一

云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豐
山
英
叟
拝
稿

」
２
ウ

　
【
縁
２
】『
天
満
寺
縁
起
』
も
、
筆
は
異
な
る
が
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

１
ウ
２
行
目
や
２
オ
６
行
目
の
ミ
セ
ケ
チ
傍
記
に
よ
る
修
正
が
本
行
に

反
映
さ
れ
て
い
た
り
、
１
ウ
６
行
目
冒
頭
「
念
怒
」
と
い
う
明
ら
か
な

誤
り
を
「
忿
怒
」
と
し
て
い
た
り
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、【
縁
１
】
を
清

書
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
逆
に
【
縁
１
】
で
正
し
く
表
記
さ

れ
て
い
る
１
オ
６
行
目
「
弟
子
賢
恵
法
師
」
が
脱
落
し
、
傍
記
し
て
い

た
り
も
し
、
先
後
関
係
は
確
定
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
両
縁

起
と
も
草
稿
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。

　

表
紙
に
名
の
見
え
る
「
亮
賢
」
は
、
宝
珠
院
中
興
第
十
代
住
持
で
、

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
八
月
三
日
に
没
し
て
い
る
こ
と
が
、
墓
碑
や

行
状
記
か
ら
確
認
で
き
る
。
こ
の
亮
賢
に
代
わ
り
、「
西
阜
之
天
宮
」

に
揮
筆
し
た
と
い
う
「
豊
山
英
叟
」
に
つ
い
て
は
不
明
。
他
日
を
期
し

た
い
。
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
に
執
り
行
わ
れ
た
「
天
満
宮
神
退

八
百
五
十
年
ノ
祭
儀
」
と
は
、
延
喜
三
年
（
九
〇
三
）
に
没
し
た
菅
原

道
真
の
八
百
五
十
回
忌
に
合
わ
せ
た
祭
典
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
に
「
開

扉
」
し
た
の
は
、
慧
岳
が
夢
中
に
感
得
し
た
「
渡
唐
之
一
小
像
」、
即

ち
天
神
像
と
判
断
で
き
よ
う
。
な
お
、
田
中
方
男
「
大
阪
天
満
宮
と
宝

珠
院
と
の
関
係―

古
文
書
に
現
れ
た
謎
の
宝
珠
院―

」（『
大
阪
春
秋
』

四
九
、一
九
八
七
）
に
よ
る
と
、
こ
の
年
に
宝
珠
院
が
新
設
し
た
宝
殿

を
め
ぐ
り
大
坂
天
満
宮
と
の
関
係
が
悪
化
し
、
訴
訟
に
ま
で
発
展
し
た

と
い
う
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
は
天
満
宮
と
の
関
係
は
密
接
で
、
宝
珠

院
は
天
満
宮
の
神
宮
寺
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

　

内
容
は
、『
摂
州
西
成
郡
大
坂
天
満
菅
原
山
天
満
宮
寺
宝
珠
院
略
縁

起
』
の
①
〜
④
に
加
え
て
境
内
の
描
写
が
あ
る
。
ま
た
、
例
え
ば
①
で

創
建
年
を
天
長
二
年
と
し
た
り
、「
如
意
宝
珠
の
秘
法
」
を
「
二
明
王

如
意
宝
印
」
と
三
尊
合
行
法
を
思
わ
せ
る
表
現
に
し
た
り
と
、
情
報
量

が
増
加
し
て
い
る
。
た
だ
、
既
存
の
縁
起
を
増
補
す
る
こ
と
も
抄
出
す

る
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
、
先
後
関
係
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

識
語
を
文
面
通
り
解
釈
す
れ
ば
、
こ
れ
に
先
立
つ
「
古
来
之
縁
起
」

（
＝
本
縁
起
）
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
基
に
記
し
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た
の
が
【
縁
１
】【
縁
２
】
の
『
天
満
寺
縁
起
』
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
こ
の
種
の
表
現
は
縁
起
の
常
套
句
な
の
で
、
即
断
は
控
え

た
い
。

﹇
翻
刻
﹈【
縁
３
】『
天
満
宮
縁
起
』

「　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原
山

　
　
　

天
満
宮
縁
起

　
　
　
　
　
　
　
　

宝
珠
院

」
表
紙

菅
原
山
天
満
寺
宝
珠
院
地
は
弘
法
大
師
の
開か
い

基き

人
王
五
十
三
代
淳し
ゆ
ん

和わ

帝
の
御
宇
天
長
年
中
高
野

山
開か
い

祉し

の
は
し
め
平
安
城
の
東
寺
よ
り
高
野
山
へ

往
来
し
給
ふ
砌
り
弥
勒
三
會
の
暁
を
期
し
入
定
留

身
の
壇だ
ん

場じ
や
う

を
ひ
ら
き
経け
い

営ゑ
い

成
就
の
御
為
し
ば
ら
く

此
地
に
安
居
給
ひし御

弟
子
堅
恵
法
師
を
し
て

如
意
宝
珠
の
秘
法
を
御
修
行

」
１
オ

有
り
悉し
つ

地ち

成
就
し
給
ふ
霊
場
な
れ
ば
則
一
宇

を
建
立
し
て
宝
珠
院
地
と
号
す
貞ち
や
う
く

観は
ん

年
中

菅
相
公
大
師
遺
跡
を
し
た
わ
せ
ら
れ
朝て
う

勤き
ん

の
い
と
ま
に
此
地
に
来ら
い

詣け
い

し
し
ん
の
か
た
む
け
厚
く

崇そ
う
け
い敬
し
給
ふ
左さ

 

遷せ
ん

の
御
時
に
も
當
寺
の
本
尊

に
意
願
を
こ
め
書
写
の
経
巻
を
納
め
た
も
ふ

」
１
ウ

配
所
薨こ
う
き
よ去
の
後
當
寺
二
代
の
住
僧
恵ゑ

 

岳が
く

上
人
の

夢
中
に
告
て
い
わ
く
当
寺
は
□
生せ
う

涯が
い

欽き
ん

慕ぼ
 

の
勝
地

な
り
願
く
は
般
若
の
法
味
を
た
む
け
に
読ど
く
じ
ゆ誦

の
晨あ
し
たに
は
庭
上
の
松
に
来
現
し
て
大
空
の

深し
ん
り理
授せ
う
し
ゆ受
し
講
経
の
冬
に
は
提
樹し
ゆ
う

下
の
地池

 地
に

影
向
し
て
真
如
の
法
水
に
洗せ
ん
た
く濯
せ
ん
若も
し

疑ぎ

慮り
よ

を

」
２
オ

懐い
だ

く
は
庭
上
の
松
下
を
見
る
に
我
神し
ん
ゆ
う遊
渡
唐
の

形
を
遺の
こ

さ
ん
あ
や
し
む
事
な
か
れ
と
岳が
く
し師
愕が
く

然ぜ
ん

と
し
て
驚
き
見
れ
ば
不
思
議
か
な
此
神

形
を
感か
ん
ど
く得
せ
り
一
山
の
僧
徒
不
日
に
大
般
若
経
を

書
写
し
て
常
し
や
う

恒こ
う

不ふ

断た
ん

の
読
経
を
開か
い

發ほ
つ

せ
り

後
小
松
院
の
御
宇
應
永
三
年
二
月
朔
日
摂
津

」
２
ウ

大
和
両
國
に
お
い
て
二
郡
の
荘せ
う

園ゑ
ん

を
あ
て
行
れ

永
代
勅
願
の
宣
下
則
權
中
納
言
雅ま
さ
つ
な綱
卿
の
執し
つ
た
つ達

菅
原
山
天
満
寺
と
寄
附
状
に
詳
つ
ま
ひ
ら
かな
り
神
退
よ
り

今
年
八
百
五
十
年
に
当
る
秘
し
奉
る
神
形
な
り

と
い
へ
と
も
神
威
を
増
さ
ん
か
た
め
開
帳

し
奉
る
者
也

」
３
オ

　

外
題
に
「
天
満
宮
縁
起
」
と
あ
る
が
、
書
き
出
し
は
「
菅
原
山
天
満
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寺
宝
珠
院
」
と
あ
り
、
内
容
も
天
満
宮
で
は
な
く
宝
珠
院
の
縁
起
で
あ

る
。【
縁
１
】【
縁
２
】
と
同
様
、
道
真
没
後
八
百
五
十
年
、
即
ち
宝
暦

二
年
に
「
神
形
」
を
開
帳
し
た
際
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
ち

ら
の
ほ
う
が
や
や
簡
略
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

﹇
翻
刻
﹈【
縁
４
】『
天
満
宮
略
縁
起
』

「
　

天
満
宮
略
縁
起　

」
表
紙

抑
菅
原
山
天
満
宮
寺
宝
珠
院
と
申
は

人
皇
五
拾
弐
代
嵯さ

 

峨が
 

皇く
は
う

帝て
い

之
御ぎ
よ

宇う

弘

法
大
師
の
開か
い

基き

也
時
に
大
師
の
御
弟
子

堅け
ん

恵ね

法
師
此
地
に
を
ひ
て
如
意
宝
珠
の

秘
法
を
修し
ゆ

行げ
う

し
た
ま
ふ
に
悉し
つ

地ぢ

成じ
や
う

就じ
ゆ

し

」
１
オ

た
ま
ゑ
り
依
て
院
号
を
宝
珠
院
と
名
付

た
ま
ふ
な
り
然し
か
るに
貞で
う

観ぐ
わ
ん

年
中
菅か
ん

相せ
う

公こ
う

此

霊れ
い

場じ
や
うを
し
た
わ
せ
た
ま
ひ
朝て
う

勤き
ん

の
い
と

ま
に
参さ
ん

詣け
い

ま
し
〳
〵
た
ま
ふ
事
具つ
ぶ
さ

に

本
縁
起
に
あ
り
其
後
筑つ
く

紫し
 

に
左さ

遷せ
ん

の

」
１
ウ

御
時
に
も
立
寄
り
た
ま
ひ
あ
ま
た
の
経
巻く
わ
ん

を
書し
よ

寫し
や

し
納
め
た
ま
ふ
又
神か
ん

去さ
り

の
後
當

院
弐
代
目
の
住
僧
恵ゑ

 

岳が
く

法
師
の
夢
中
に

告つ
げ

て
の
た
ま
わ
く
衲な
う

僧そ
う

願ね
が
は

くく

は
予よ

 

が
為た
め

に
大
般
若
経
の
法ほ
う

筵ゑ
ん

を
開
ひ
ら
け

常
時
に

」
２
オ

松し
や
う

樹じ
ゆ

に
影ゑ
う

向が
う

し
て
法
味
を
う
け
ん
此
事
信

ぜ
す
ん
は
吾わ

か
形け
う

像ぞ
う

を
遺の
こ

し
て
な
か
く

納
受
の
證
と
せ
ん
と
岳が
く

師し

告つ
げ

の
ご
と
く

樹じ
ゆ

上し
や
うを
みみ

る
に
儼げ
ん

然ぜ
ん

た
る
神
像
を
得

た
ま
へ
り
一
山
の
僧
徒
奇き

い
の
思
を
な
し

」
２
ウ

大
般
若
経
六
百
軸ぢ
く

を
不ふ

日じ
つ

に
書し
よ

写し
や

し
て

常じ
や
う

恒ご
う

不ふ

断だ
ん

の
讀ど
く

誦じ
ゆ

を
開か
い

発ほ
つ

せ
り
こ
の
趣
お
も
む
き

天て
ん

耳て
う耳
に
聴

達た
つ

し
後ご

小こ

松ま
つ
の

院ゐ
ん

の
御
宇
應お
う

永ゑ
い

三
年
二
月
朔
日
あ
ま
た
の
寺
領
を
寄き

附ふ

し
た
ま
ひ
菅
原
山
天
満
宮
寺
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
３
オ

勅ち
よ
く

号ご
う

あ
る
然
る
に
今
年
九
百
御
年
回

に
依よ
つ

て
秘ひ

し
奉
る
所
の
御
神
像
を
開

帳
し
奉
る
者
な
り
か
ゝ
る
不ふ

思し

儀ぎ

の

霊
縁
な
れ
は
信
心
の
輩
と
も
が
らは
ち
か
ふ
依
て

御
拝
の
あ
ら
れ
ま
し
な
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
３
ウ

　

こ
れ
も
、
外
題
に
「
天
満
宮
略
縁
起
」
と
す
る
が
、
宝
珠
院
の
縁
起

で
あ
る
。
書
き
出
し
で
「
天
満
寺
」
で
は
な
く
「
天
満
宮
寺
」
と
し
て

い
る
こ
と
に
は
注
意
し
た
い
。
大
坂
天
満
宮
の
神
宮
寺
で
あ
っ
た
こ
と
を
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意
識
し
た
表
現
で
あ
る
。
そ
し
て
末
尾
に
あ
る
よ
う
に
、
道
真
の
九
百
回

忌
に
合
わ
せ
た
開
帳
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に
記

さ
れ
た
も
の
と
判
断
で
き
よ
う
。【
縁
５
】
も
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

﹇
翻
刻
﹈【
縁
６
】『
菅
原
山
天
満
宮
寺
略
縁
起
』

　
　
　

菅
原
山
天
満
宮
寺
略
縁
起

抑そ
も

當と
う

寺じ

は
弘こ
う

法ば
う

大だ
い

師し

十
大
御み

弟で

子し

の
随ず
い

一い
ち

室む

生ろ
ふ

山さ
ん

堅け
ん

恵□

大た
い

徳と
く

此こ
の

地ち

に
て
如に
よ

意ゐ

宝は
う

珠じ
ゆ

の
法は
う

を
修し
ゆ

し
給
ひ
其そ
の

法は
う

忽
た
ち
ま
ち

に
成じ
や
う

就し
ゆ

あ
り
し
か
ば
霊れ
い

地ち

な
り
と
て
一い
ち

宇う

を
建た
て

て
宝ほ
う

珠し
ゆ

院い
ん

と
号な
つ
け

給
ふ
又ま
た

菅す
が

原は
ら

山さ
ん

天て
ん

満ま
ん

宮ぐ
う

寺じ

と
謂い
ふ

事こ
と

は　

菅か
ん

丞し
や
う

相ぐ
斯か
ゝ

る
霊れ
い

地ち

な
る
を

清せ
い

和わ

帝て
い

に
奏さ
う

し
て
東と
う

西ざ
い

の
天て
ん

満ま

郷が
う

を
寺じ

領り
や
う

に
寄よ

せ
給
ひ
筑つ
く

紫し

に
神か
ん

退さ
り

の
後の
ち

に
開か
い

山さ
ん

の
法ほ
う

孫ぞ
ん

恵ゑ

暁け
う

阿あ

遮じ
や

梨り

夢む

中ち
う

に
神し
ん

形け
う

を

現げ
ん

し
て
御お
ん

哥う
た

に
唐か
ら

衣こ
ろ
も

織お

り
て
北き
た

野の

の
神か
み

そ
と
は
持も
ち

た
る
梅
の
匂
ひ

に
も
し
れ

冀
こ
ひ
ね
か
は
く

は
我わ
れ

に
大た
い

般は
ん

若に
や

経け
う

の
深し
ん

理り

を
聴て
ふ

受じ
ゆ

す
る
事
を

得ゑ

せ
し
め
ら
れ
よ
此こ
の

事こ
と

虚あ
だ

夢ゆ
め

な
ら
さ
る
證し
や
う

據こ

を
院い
ん

内な
い

の
松ま
つ

に

遺の
こ

せ
り
と
て
飄へ
う

然ぜ
ん

と
し
て
退さ
り

給た
ま

ふ
恵ゑ

暁け
う

夢ゆ
め

覚さ
め

て
早は
や

く
起お
き

松ま
つ

を
見
上あ
ぐ

れ
は

白し
ろ

練ね
り

絹き
ぬ
に
て
包つ
ゝ
め
る
や
う
な
る
物も
の

松ま
つ
か
枝ゑ

に
係か
ゝ
れ
り
謹
つ
ゝ
し
ん
て
披ひ
ら
き
拝は
い
す
る
に

夢む
 

中ち
う

感か
ん

見け
ん

の
尊そ
ん

容よ
う

な
り
し
か
ば
感か
ん

涙る
い

肝き
も

に
銘め
い

じ
則
す
な
は
ち

其そ
の

日ひ

よ
り
大た
い

般は
ん

若

□
□

経き
や
う

の
法は
う

筵ゑ
ん

を
開か
い

發ほ
つ

し
永ゑ
い

世せ

の
業げ
う

を
創は
じ

め
り

其そ
の

后の
ち

後ご

小こ

松ま
つ
の

院い
ん

の
御ぎ
よ
う宇
叡ゑ
い

感か
ん

の
余あ
ま

り
摂つ

津の

國く
に

に
て
豊て

嶋し
ま

郡
こ
ほ
り

大や
ま

和と
の

国く
に
に
て
添
そ
ふ
の

下し
も

郡
こ
ほ
り

此こ
の
二
郡ぐ
ん
の
荘さ
う

園ゑ
ん
を
下く
だ
さ
れ
菅す
か

原は
ら

山さ
ん

天て
ん

満ま
ん

宮ぐ
う
寺じ

と
寺
と
寺

勅
ち
よ
く

号

□
□

の
御ご

綸り
ん

旨し

を
賜た
ま

ふ
于と
き
に時
應お
う

永え
い

三
年ね
ん

二
月
朔つ
い
た
ち日
の
事　

　
　

 
 
 
 

　
　
　

 
 
 
 

眉

□
□

目□

山さ
ん

寺じ

院い
ん

□
縁ゑ
ん

起ぎ

略り
や
く

し
て　

　
 
 
 

　

こ
れ
も
「
天
満
宮
寺
」
と
す
る
。『
摂
州
西
成
郡
大
坂
天
満
菅
原
山

天
満
宮
寺
宝
珠
院
略
縁
起
』
と
同
様
に
木
版
一
枚
刷
で
あ
る
が
、
本
文

は
異
な
る
。
印
面
状
態
が
悪
く
、
特
に
末
尾
は
読
み
に
く
い
。

　

以
上
、
六
点
四
種
の
新
出
縁
起
を
紹
介
し
、
簡
略
な
解
説
を
加
え
る

に
と
ど
め
た
。【
縁
１
】
と
【
縁
２
】、【
縁
４
】
と
【
縁
５
】
の
校
異

や
、
縁
起
同
士
の
詳
細
な
比
較
も
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
既
存
資
料
を

参
照
し
た
上
で
の
分
析
等
も
十
分
と
は
言
え
な
い
が
、
今
後
の
調
査
で

関
連
資
料
が
出
現
す
る
可
能
性
が
高
い
ゆ
え
、
そ
れ
を
待
っ
て
か
ら
、

改
め
て
詳
細
な
考
察
を
加
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
ず
は
こ
こ
に
宝

珠
院
縁
起
の
生
成
と
展
開
、
そ
し
て
そ
の
背
後
に
あ
る
信
仰
の
様
相
を

考
察
す
る
際
の
基
礎
資
料
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
諸
賢
の
批
正
を

仰
ぎ
た
い
。

﹇
付
記
﹈
本
稿
は
、
平
成
二
十
五
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術

研
究
助
成
基
金
助
成
金
）・
挑
戦
的
萌
芽
研
究
「
宝
珠
院
所
蔵
資
料
の

基
礎
的
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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【縁１】末尾 【縁１】表紙

【縁２】末尾 【縁２】表紙
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【縁３】冒頭 【縁３】表紙

【縁４】冒頭 【縁４】表紙



菅原山天満寺宝珠院の縁起について　藤巻

－11－

【縁５】冒頭 【縁５】表紙

【縁６】




